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　　哲学す る者の 〈責め〉
『責め の 問題』の 動的解釈 と連帯性の 拡張
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　 1 ， 問題 提起

　駅 の 構 内で うず くま る ホ ー ム レ ス を横 目に 、 帰宅 を急 ぐ。 困窮す る難 民 の ド

キ ュ メ ン タ リ
ー

を 観 なが ら、 夕食 を とる。 冷房 の よ く効 い た居 間で 、 自爆 テ ロ

の 惨状 を報 じた 新聞 を読む 。

一
そ の 時 「我々 」 は 、

「彼 ら」 の 身を案 じつ っ

も 、 自分の 穏や か な暮 ら し に息 をつ き 、 そ し て 漠然 と し た負 い 目を覚 え る 。 こ

れ は 何か ？　私 が 「彼 ら」 の
一

人 で なか っ た こ とは 、 偶然 にす ぎない
。 平然 と

して い た とこ ろで 、 誰 に も非難 され るい われ は ない し 、 私 の ささや か な生活 が

不 法 な わ け で もな い
。 見 て 見 ぬ ふ りを しなけれ ば生 き て行 け ない し、今 こ の 瞬

間 、 直接 「彼 ら」 の 人 生 に 関与 し 、救 い の 手 を差 し伸 べ る こ と もで きない
。 だ

が 、 そ れ で も 「我 々 」 は 、 現 に ど こ か らか 罪 悪感 に 襲われ る 。

　他 者 が 苦難 の 内 に 存在す る 時 、 あ る い は抹殺 され 存在 さ え しな く な る 時 、

「我 々 」 は 、
「彼 ら」 との 間 に 埋 め が た い 断絶 を見 出す 。 そ して 、 な お も自分 が

存在 して い る こ とに後 ろ め た さを抱 く 。 本 稿の 課題 は 、 カ
ー

ル ・ヤ ス パ ー
ス の

哲学 を手 が か りに 、
こ うした 人 間 の く責め （Schuld）〉の 感情が 持 ち得 る 哲学的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）

な射 程 を追 究す る こ とで あ る 。

　 ヤ ス パ ー
ス は 、 初期思想か ら一

貫 して 限界状況 論の 中に 〈責め〉 の 概念を位

置づ け 、 そ の 実存的な意義 を捉 えよ うと し て い た 。 だが こ の 問題 は 、
ヒ トラ

ー

政権 下 、 生命す ら危 うい 隠忍の 時を過 ご した彼 に とっ て い よい よ焦眉 の 急 とな

る 。 終戦 か ら間 もない 1946年 、 ヤ ス パ ー ス が送 り出 した戦後 第一
の 著作 は 、 ま

さに 『責 め の 問題 （Die　Schuldfrcrge）』 で あ っ た 。 こ の 書 は 一 般 に 、 ヤ ス パ ー
ス

哲学 の 転 換点 に あ た る著作 と見 な され 、 以後継続 され る政治 的活 動 の 最 初 に し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）
て 最 上 の 表 現 と解釈 され て きた 。

　 ドイ ツ 戦 争責任論 へ の 提言 た る 『責め の 問題』に対 し て
、

こ うした特徴づ け
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は 基 本 的に 正 当 と言 え る 。 しか し本 稿 は 、
「責め を 問 う」 とい う思考 の 遂行 そ

の もの を 、 彼 の 〈哲学す る こ と （Philosophieren）〉の 運 動 か ら統
一 的 に把 捉 す

るよ う試み る 。
こ の 手法は 、 ヤ ス パ ー

ス の 内在的研 究 とい う面 か ら言 え ば 、 前

期 の 主 著 『哲学』（1932年）で 提示 され た 本質的構造 を 『責め の 問題 』の 内に読

み取 り 、 思想の 連続性 を示 す こ とを意味す る 。 た しか に 「形而 上学的責め 」 や 、

そ こ か ら帰結す る 「絶対的連 帯性 」 の 概念は 、 戦後ヤ ス パ ー
ス が 開い た新局面

で あ る 。 だ が 、
こ れ らの 積極 性 もま た 、 〈哲学 す る こ と〉の 動性 とい う実 存的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）
基底 に裏打 ち され て の み 可 能 とな り 、 適切 に理 解 され 得 る 。

　 そ して こ の 問題 は 、 と りわ け我 々 、 「哲学す る者 」 に 対 して鋭 く迫 っ て く る 。

現 代 の 日本 に お い て 哲 学者 な る人 物 は 、社 会的 な現 実 か ら隔 絶 され た 「象牙 の

塔 」 の 住 人 とし て 、 しば しば揶揄 の 対象 とされ る。 地球 の 裏側 の 惨 事 を知 りな

が ら形 而 上 学 を論 ず る こ とに は 、逃 れ が た い 無 責任 さが 付 きま と う。 優 雅 に 哲

学研 究 に い そ し む 「我 々 」 は 、人 間的 に 、 ま た哲学的 に 、 こ と さ ら痛切 に 責 め

を感 じ る し 、 感 じて い るべ きで あろ う。 そ うした 上 で なお 、
「我 々 」 は哲学す

る限 りで 何 を為 し得 るの か 、 こ の 営み の 意義 を求 め続 けね ば な らない
。 それ は

例 えば 、 古 くは サル トル が 、
「飢 えた 子 供 を前に 、 文学 に は何 が で き るか ？」

と表現 した の と同根 の 問題 を意味す る 。 ま た近 くは 、 9 ・11 の 同時多発 テ ロ を

契機 と して に わか に 取 り沙 汰 され た 、 グ ロ ー バ ル 化社 会 に お け る 哲学 の 使命 と

も連な る議 論 で あ ろ う。

　 それ 故 、 本稿 は 、 現代 に お け る哲 学的思考 の 可能 性 を 問 うた め に 、 Schuld

の 概念か ら
一

っ の 出発 点を描 き出そ うとす る試 みで もあ る 。 す なわ ち、哲学す

る者 に 課 せ られ た く責 め〉 とは何か ？　 こ れ が 主導的 な問い に ほ か な らない
。

　以上 を踏ま え本稿は 、 まず 『責めの 問題 』の 背景を確認 し 、 そ の 議論 の 特徴

づ け を行 う。 次 に 、 限界状 況 と して の 責 め を手 が か りに 、 四 つ の 責め概念 とそ

れ らの 連 関 を、 「清 め」 の 動 性 を通 じ て 明 らか に す る 。 最後に 、
「絶対的連帯性 」

に お け る動 的理 路 を看 取 し
、 〈責め 〉感情の 哲学的射程を 示 す 。

2 ． 〈責め〉感情の 開明 へ

戦後 の ヤ ス パ ー
ス 哲学 は 、 ナ チス か らの 迫害 とい う極限 の 体験 を経 て 語 り出
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され る 。 ドイ ツ の 再 生 は い か に して 可能か 。 未曾有の 惨禍 を招 い た ドイ ツ 国 民

は 、 い か な る意味で 責 めを負 い 、 罪 を問わ れ る べ きで ある の か 。 『責 め の 問題 』

に お け る SchUld 概 念 の 主 題 化 と深化 は 、 ヤ ス パ ー ス に よ る新た な 「我々 の 状

況 か ら哲学 す る こ と」（1 ，
1）で あ っ た 。

　だ が 、Schuld を問わ ざる を得 なか っ た彼 の 経験の 過 酷 さを 考え る時 、 現代 の

日本 で 感 じ られ る後 ろ め た さは 、 どれ ほ どの もの か 。 虐殺 とも弾圧 と も縁遠 い

日常的な罪 悪感は 、 大抵の 場合 、 切迫の 度を深 めず に埋 没 して行 く。 そ れ は 、

客観的 に は気 の 迷 い と して 見過 ごされ て しま うし 、 あるい は恵まれて 生 き る が

故 に 、

一 時の 同情や 憐れ み へ と混濁す る 。 人 間が 抱 く ＜責 め〉の 感情 とは 、 そ

もそ も哲 学的 次元 へ の 接点 を見 出 し 、 深 め られ 得 る も の で ある の か ？

　 し か る に ヤ ス パ ー
ス もま た 、

「感情 （Gefifh1）」 に秘 め られ た 可 能性 の 示唆 か

ら 、
「責め を 問 う」 こ とを 開始 して い る 。 『責め の 問題』の 序論 は 、 彼 が語 りか

けた 当 時の ドイ ツ 国 民 の 心 情 を描 き出す 。
rドイ ツ に は 、 自分 自身 も含め て 罪

責 を認 め る人 々 もい るが 、 多 くの 人 々 は 、 自分に は 罪が な い と し なが ら他人 の

罪 を説 い て い る」（SF，
　29）。 敗戦 の 国土 に生 き残 っ た 人 々 は 、そ の 日の 食糧 に も

窮 し
、 生活 に 追われ た 。 誰 か に 責 め られ る まで もな く、 十分 に 苦 労 し て い る 。

「とに か く苦 し み を終 わ らせ た い 、 貧 困 を脱 し た い
、 生 きた い

、 し か し考え る

こ とな ど した くない
。

む しろ 〔略〕 こ の 上 なお 、 責め な ど負わ せ な い で も らい

た い
、 とい っ た気 分が感 じ られ る」 （ebd．）。

　それ で もヤ ス パ ー ス は 、
「責め を問 う」 こ とを促 す 。 た とえ 「最 悪 の 状 態に

さ ら され た 人 で あ っ て も 、 落 ち着い た 真理 へ の 衝 動 を感 じる瞬間が あ る」（ebd ．）。

彼 は 、 外 部か らの 叱 責 で はな く 、 各人 の 境遇 や生 き方を超 えて 自然 に湧 き上 が

る 自責 の 感 情 に 、 「内面 的 な転換 」（SF ，
30）の 起点 を見出す 。 そ れ は く人 間で あ

る こ と〉 に 根 ざし た感 情で あ り 、 責め を問 うこ とは 、
「人 間の 尊厳 に よ っ て 我

々 に 義務 づ け られ て い る」（SF，
29）の で あ る 。

　 か く し て Schuld の 感 情 は 、 主体 的 な 自覚 を通 じ て
、 動 的に 展 開 され る可 能

性 を獲 得 す る 。 ヤ ス パ ー
ス 日 く

、
「我 々 の 不 明瞭 な感 情 は

、 その まま で は 信用

に値 しな い 」（SF，
30）。 人 間 を襲 う素 朴 な後 ろめた さは 、 た しか に 問い を胎 動せ

しめ るが 、 ま だ漠 然 と した 可能 性 に留 ま っ て い る 。 す なわ ち 、
「我 々 が思考す
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る に つ れ て 感 情 は深 め られ 、 明晰に な る 。 〔略〕絶 えず感情 に伴わ れ 、 導か れ

た り妨 げ られ た りしつ つ
、

一
つ の 事柄 をあ らゆ る側面 か ら思考 し抜き 、 あ りあ

りと思 い 描 く。 そ うした後で 初 めて 、 我々 は真 の 感情 へ と到達 し 、 そ こ か らそ

の つ ど 、 信頼 を も っ て 生 きて 行 くこ とが で きる」（ebd ．）。

　 こ の よ うに 、 人 間の 存在 と責 め感情 との 多様 な連 関 を 開示 し 、
「真 の 感 情 」

へ の 過程 と して 統 一 的 に 把捉 す る こ と 、 それ が ヤ ス パ ー
ス の 意図 した 試 み で あ

る 。 事 実的 な現存在 の 精 査 か ら可 能 的存在 へ 突破 し 、 現 実的な 自己 自身 を生 成

す る 。
こ の 飛 躍 の 運 動 と存在知 の 変革 と が 、 〈哲学す る こ と〉 に ほ か な らな か

っ た 。 従 っ て 『責 め の 問題 』は 、 明 らか に 実存哲学 の 問題 圏 と方 法論 の 発 展 で

あ り、 積極 的 に 動性 を視座 と し て解釈 され ね ばな らな い
。 『哲 学』の 術 語 を用

い て 総括 す れ ば 、
「責 め を問 う」 とい う事態 は 、 責 め感情の 開明 （Erhellung　des

Schuld−gefUhls）と して 理解 され 得 るで あろ う。

　無論ヤ ス パ ー ス 自身の 思考 には 、 1945年 の ドイ ツ とい う格別 の 「状況」 に 固

有の 、 政治的含意が 不 可 分 で あ っ た 。 し か し 「責 め を問 う」 こ との 政治的位相

の み な らず 、 実存的基底 を も看 取す る な らば 、 そ こ に は 、 時 局 的 問題 へ と制 限

され ず 、 常 に 主 体 的 に反 復 可能 な哲 学的思考 が 息づ い て い る 。 そ れ 故 、今 日の

「状況 」 の 中で 新 た に 〈責 め〉 の 射 程 を問 う試 み もまた、 〈哲学 す る こ と〉 の 追

遂行 に よ っ て の み果 たす こ とが で き る の で ある 。

　 3 ． 限界状況 と して の く責め〉

　以上 の よ うに 、 漠 然 と した 責 め感 情か ら出発 して その 多様 な在 り方 を開 明す

る道 は 、 schuldない し schuldig とい う語 の 多義性 に依拠 して 進 め られ る 。
こ の

ドイ ツ 語 の 含意は 幅広 い D そ れ は 、 法的に は罪科や責任 で ある が 、 日常的 な後

ろ め た さや 罪悪感 と して も感 じ られ 、 経済的に は負債や借金 を意味す る 。 ま た 、

誰か の 負担 とな っ て 借 りを作れ ば負 い 目を抱 く し、 恩義 に対 して は義理 や 義務

も生 じ る 。 ヤ ス パ ー
ス に お ける Schuld の 概 念 は 、 こ れ ら数 多 くの ニ ュ ア ン ス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4）

を包 括 しっ っ 、 多様 な レ ベ ル で の 具体 相 へ と 区分 され る 。 こ の 開 明の 理 路 を追

うこ とが 課題 で ある 。 まず は
、 『責 めの 問題 』に お ける議論 の 特徴 を 際立 た せ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5）

た め に 、 『哲学』で の Schuld論 を素描 し 、 両者 に
一

貫す る基 本性 格 を摘 出す る 。
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　『哲学』第 2 巻 「実存 開 明」 の 中で 、 〈責 め〉 の 概 念 は 、 死 ・悩 み ・争い と と

もに個別 的限界 状況 の
一

つ に挙 げ られ る。 そ の 際にヤ ス パ ー
ス が 取 り上 げ る責

め の 在 り方は 、 次の 四種 で ある 。 第
一

に 「私 は 、 搾取 に よ っ て 生き る とい う責

め を負 う」 （ll， 246 ）。 現存在 と して 世界 内で 生存す る以 上 、 人 間 は 、 絶 えず他者

を巻 き込 み な が ら 自分の 生活 条件 を確保せ ざる を得 ない 。 第二 は 、 我 々 が 個々

の 状況 や事 情 に翻弄 され 、
「魂 の 純粋 さ」 を失 っ て しま っ て い る こ とで あ る 。

私 の 行為や 感情 は 、 根源 的 な決 断 を欲 しつ つ も外 的な要 因に 絡み取 られ 、 曇 ら

され て しま う。 また 第三 に 、 我 々 は現存在す る限 り常に何 か を捨て 去 り 、 た だ

一
っ の 可 能性 を しか 選 び 取れ ない 点 に責 め が あ る 。

こ れ は 、 他者 の 実 存へ の 関

与 に 開か れ た可 能性 を裏切 り、 「可 能的実存を拒ん で 」（ll
，
247）生 きて 行 く こ と

を意味す る。 こ れ ら三 種 は 、 人 間が能 動的 に行 為 ・選 択 した 結果 に伴 う責 め で

あ る が
、 ヤ ス パ ー

ス は加 え て 第四 に 、
「行動 し ない こ と」（ebd ．）の 責め をも指摘

す る 。 不 干 渉の 消極性 は
一

見 、 全 て の 責 め を免れ 得る よ うに 思われ る 。
だ が 行

動で きる 時 に行動せ ず 、
「怠る」（ebd ．）が故 に招 い た 結果 に 対 して も 、 やは り責

め が 重 くの しか か る 。
「従 っ て 私 は 、 行動 して も し な くて もい ずれ にせ よ結果

を 生 じ 、 あ らゆ る場 合 に不 可避 的 に責 め に 陥 る の で あ る」（ebd ．）。

　以 上 が 、 『哲学』 で の Schuld論 の 概括 で あ っ た。 〈責 め〉 は 「本来 的 で 深 い 、

不 可避 的 な責 め」 （II， 248L）で あ り、 人 間 の あ らゆ る行 為 の 根 底 に 存す る 存在構

造 と し て 明 らか に な る 。
だ が 、 そ の 基 本性 格 は む しろ 、

A ． 責め が 図式 的 に理

解 され る の で は な く、 実 存的 に 覚知 ・経験 され 行 く運 動 に存す る 。 限 界 状況 は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6〉

存在 の 二 律 背反 の 表 出で あ り 、 哲学 的思考 の 決 定的 な契機に ほ か な らない
。 そ

れ 故 に 、 責め の 自覚は 「実 存的情熱 （existentielles 　Pathos）」（II， 249）を呼び起 こ

し
、 世界 内で 新た に 実存す る こ との 積 極 性 を生み 出 し得 る 。 〈哲学す るこ と〉

は 、 存在構造の 自覚 を通 じて 経験的領野 へ 、 自己 自身の 厂状況」 へ と回 帰す る

往還 運動 な の で あ る 。 B ． さらに こ の 運 動 は 、

一
貫 して 他者 との 関係の 内 で 遂

行 され る とい う性格 を持 つ
。 私が 存在 し て い る こ とは 、 絶え ず他者 に 向 けて 結

果 を 及 ぼ し 、 他 者 に 対 して 責 め を負 う。 責め の 引き受 け は 、
こ の 関係 性 そ の も

の の 意味 を も 、 実存 的 に転 換せ し め るの で あ る 。
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　 4 ． 清め に お け る 動的連関

　 さて 、 ナ チ ス 体験 を経 た ヤ ス パ ー
ス が 『責 め の 問題 』で 提 示 した の は 、 四種

の Schuld 概念 の 区分 で あ っ た 。 ともすれ ば 、 単 な るカ テ ゴ リ
ー

区 分 とも解 さ

れ か ね ない こ の 作業 の 根底 に
、

い か な る仕方 で 限界状況 の 根本性格が秘 め られ

て い るの か ？　本 稿 は こ れ を、 ヤス パ ー ス の 言 う 「清 め （Reinigung）」 の 動性

の 内に 求 め る 。 責 め に対す る思 考 の 「遂行 とそ こ か ら生ず る もの が 、 清め で あ

る」 （SF ，
104）、 そ し て こ の 運動 に 貫か れ て の み 、 四 つ の 責め概 念 も意義 を持 つ

こ とが で きる 。 まず は 、 区分 の 内実 の 確認 を行 う。

　責 め の 具体相 は 、 第
一

に 、 法 を犯 した行為 として 明確 に 弾劾 され 得 る 「犯 罪

的 （kriminell）責 め」 とな る 。 こ の 罪 科 に 対す る 「審判者 」 は 、実 定法 を司 る法

廷 で あ る 。 ま た 第二 に 「政治的 （politisch）責 め 」 が あ る 。 そ れ は 、 国家 を導い

た為 政者 は もちろ ん 、 そ の 権力 に従属 して い た 公 民 に も等 し く求 め られ る責任

で あ り 、 審判 は 戦勝国 の 意 思 に委ね られ る。 時局的 に 最 も差 し迫 っ た問題 で あ

っ た こ れ ら二 種 の 責めは 、 現 実 の 政治 問題 をも射程 に 収 め、 積極 的 に発 言 して

行 く点で 、 ヤ ス パ ー ス の Schuld 論 の 拡 大 と進 展 を示 して い る 。 だが こ れ らは

まだ 、 自覚な しに 客観的に指弾 され る外的な責め に 留ま る 。 『哲 学』の 術語 を

用 い れ ば 、 外 的責 め とは 、 世 界内で そ の っ ど経験的な 「現 存在的責め 」 で あ る

と言 え る 。

　 そ れ に 対 して 第三 の 「道徳的 （moralisch ）責め 」 は 、 各人 が 行 っ た 、 ま た 行

わ な か っ た行 為に 関 して 生 じる呵 責で あ る 。 そ れ故 、 こ の 〈責 め〉は 外部 か ら

指 摘 され る もの で は な く、 自己 自身 の 良心 に よ っ て 、 あ る い は 他者 との 心 か ら

の 交 わ りの 中で の み 審判 を認 め得 る 。 とすれ ば 、
こ れ は 各人 の 主 体的行 為 の 如

何 に 関わ る 「実存的責め」 で あ ろ う。

　そ して 第四 に 、 最 も根源的な 「形而 上 学的 （metaphysisch ）責め 」 が 見出 され

る 。 不 正 に よ っ て 他者 の 生命が 失われ た後に 生 き残 っ て い る人 間は 、 全 て こ れ

を逃れ られ ない 。 存在 しな くな っ た 「彼 ら」 に対 し 、 なお も 「我 々 」 が存在 し

続 け る とい うこ と、 こ の 内的 な罪悪 の 感 情 の 審判者 は 、 た だ 神 の み と され る 。

「形 而 上 学 的 責 め 」 とは、 ま さに そ の 名 の とお り 、 超 在の も とで の 暗号 へ と転

じ、 実 存 に語 りか けて くる責 め な の で あ る 。
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哲学す る者の 〈責 め〉

　以 上 の よ うに 、 Schuld の 四 区分 にお い て も 『哲学』の 三 部門構 造 は根 本 的 で

あ る 。 そ して 〈哲学す る こ と〉 とは 、
こ の 三 つ の 次元 を超越 して め ぐる 「存在

の 問い 」 に ほ か な らない の で あ っ た 。 だ か らこ そ 「責 め を 問 う」 とい う事 態 は 、

実存的遂行 と して の み 十全 に理 解 され る 。 肝 要な点 は 、 内的責め の 自覚 か ら発
　 　 　 　 　 　 　 　 　 。　 ・　 。　 …　　　　　　　　　　　　　 （7）

す る 、 全て の 責 め の 動的相互 連関 の 理 路で あ る 。 ヤ ス パ ー
ス は 言 う。

「区別 さ

れ た もの が 、 極め て 連関 して もい る こ とが意識 され な い ま まで あ るな らば 、
こ

うした 区別 は 全 て 誤 謬 とな っ て しま う。 あ らゆる責 め概念が 示 す現実 は 、 別 の

責め 概念の 領域へ と影響を及 ぼすの で あ る」（SF ，
33）。

　漠 然 と した
一

っ の Schuld か ら 、 具体 的な位 相 を発 見 的に 明確 化 し 、 自 ら に

引 き受 け る こ とで 関連 づ け る 。 ヤ ス パ ー
ス が 「清 め」 と称 す る の は 、 こ の 「絶

えず 自己 とな り行 く内面 的 な経過」 （SF，103）で ある 。 すなわ ち 、 道 徳的 責 め の

自覚 は 「改 悛 と革新 」（SF
，
　35）を も た らす 。 それ は責め を 引 き受 け て 新 た に 存在

し始 め る こ とで あ り、 厂や が て 世 界 内 に現 実的 な結果 を生 ず る 」（ebd ．）。 さ らに 、

形而 上 学的責 め に よ っ て は 「神 を前 に した 人 間 の 自己 意識 の 変革」 （ebd ．）が 生

まれ 、
「積極的 な生 の 新た な根源 」（ebd ．）とな る 。

　 内的責 め の 自覚 を経 る 中で 初め て 、 外的 責め は実存的 に 充実 され 、 政治 的責

任 の 問題 も真 実 に 引 き受 け られ る。 従 っ て 「清 めは、 我 々 の 政 治 的 自由の 条件

で もあ る」 （SF ，
104）。 こ の 点 は 、 ヤ ス パ ー ス が 「償い （Wiedergutmachung）」 と

「清 め 」 を 区別 し て い る こ と に も明 らか で あ る 。 償 い は 、 現存 在の 次 元 で の 法

的 ・政治 的行 動 に よ っ て 果 た され る が 、 それ は あ くま で 、 「清 め る こ とで 〔自

己 が 〕 変 容 し た 結果 と し て の み 、 倫 理 的な意 味 を満 たす 」 （SF，
102）。 ヤ ス パ ー

ス 哲学の 政治的展 開 、 よ り具体的な現実領 域 へ の 射程 の 拡大 は 、 こ の 動 的 ・実
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8）
存的連 関 に 担われ て の み可能 とな っ て い る の で ある 。

　 5 ， 絶 対的連帯性 とい う地 平

　か く して Schuld の 四 区分 の 根 底 に は 、
「責め を問 う」

・「罪 を清め る 」 とい う

営み が躍 動 して い る 。 こ の 過 程 は 、 自己 を 「飛 翔す る中 で 開明 し 、 透徹 させ 行

くこ とで あ り 、　　 人間 へ の 愛 （Liebe　zum 　Menschen）で あ る」（SF，103）。 そ れ

故 さ らに 、 〈責め 〉の 第二 の 根 本性格 、 運 動 を通 じ た 他者 との 関係性が 追究 さ
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れ ね ばな らない
。 〈哲学す る こ と〉 は 、

い か な る仕方 で 「人 間へ の 愛 」 を形成

し得 る の か ？　 こ の 運 動 の 端 緒は 、 『責 め の 問題 』で 登 場 す る最 も根 本的 か つ

新 た な概 念 、 「形 而 上 学 的責 め」 の 積 極性 に 求 め られ る。

　す で に ヤ ス パ ー ス は 『哲学』で 、 人 間相 互 の 間 に結ばれ る 「交 わ り」 と して 、

実存的な 「連帯性 （Solidaritlit）」 の 思想 を展開 して い た 。 すなわ ち 、
「交わ りの

争い の 内 に は 比 類 な き連帯性 が あ」 （R ，
65）り、

こ れ こ そ が 「実存 を真に 結合す

る道 」（H ，
67）で あ っ た 。

　 しか し、 戦 時 下 に徹底 した人 間性 の 破 壊を経験 したヤ ス パ ー ス は 、
こ の 概念

を 、
「あ らゆ る人 間 と の 連 帯性 」 に まで 拡 張 す る 。 そ れ を彼 に語 ら しめ る の は 、

ナ チ ズ ム が 引 き起 こ した 数 々 の 非道で あ り 、

ユ ダ ヤ人 へ の 迫害 で あ っ た 。
「我

々 は、 友 人 た る ユ ダヤ 人が 連行 され た 時 、街 路 へ 飛 び 出 して 叫び た て 、 自ら も

身 を 滅 ぼ す よ うな こ とを しなか っ た 。 我 々 が 死 ん だ とこ ろで 誰 も助 け られ な か

っ た だ ろ うとい う、 正 当で は ある が 脆弱 な理 由で 、 生 き長 らえる こ とを選 ん だ

の で あ る」（SF ，
64f．）。　　 た しか に 「彼 ら」 は 他人 に す ぎな か っ た

。 自分の 命

を危 険 に さ らす い われ は ない し 、 当時 は ま さに それ が合 法で あ っ た
。 見殺 しに

しな けれ ば生 きて 行 けな か っ た し 、 救 い の 手 な どあ り得 なか っ た
。 だ が 、 それ

で も 「我 々 」 は 、 現 に ど こ か らか 罪悪 感 に襲 わ れ た 。 他 者が 抹殺 され た 後 に

「私 が ま だ 生 きて い る こ とこ そ 、 私 の Schuldで ある 。 そ う知 らせ る声が 、 私 の

内 に聴 こ えて くる」 （SF，
　64）。 こ の 時 、 私 と他者 との 存在が断 絶 して い る とい う

事実 が 、 責 め の 感情 を呼び 起 こす 。
「形 而 上 学的責め とは 、 人 間 と して の

、 人

問 との 絶対 的 連 帯性 が 欠 如 して い る こ とで あ る」（ebd ．）。

　そ して 、 〈人 間 で あ る こ と〉全般が schuldig とな る よ うな次元 で は 、 もはや

被 害 と加 害 の 区別 す ら止 ん で しま う。 例 え ば 、 自 ら もn ダヤ 人 と して 国 を追 わ

れ た経験 を持 つ ア ドル ノ で さ え 、
「ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ の 後で 、 ま だ生 き る こ と

がで きる の か 」 と問 う。 それ は 、 自分も虐殺 され て お か し くなか っ た か らこ そ 、

同 じ被害者 で あ りなが らも、
「免れた者 が 負 う激烈 な Schuld」 とな っ て 襲 い か

　 （9）

か る 。 こ うした 〈責 め〉 の 不 可 避性 を見据 え る が 故 に 、 ヤ ス パ ー ス は む し ろ 、

未 曾有 の 被害 と加 害 を生む に至 っ た根源 を 、 絶対 的連帯性の 欠如 と して 告発 し、

そ の 回復 を課題 とす る 。 今や 「罪 を清 め る 」 こ との 遂行は 、 あ らゆ る他者 との
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交わ りを 目指す とい う根本性 格を 得る 。

　 とは言 え 、 こ の よ うな無際限 に広 げられ た 連帯性 は 、
い か に して 可 能 と なる

の か ？　 ヤ ス パ ー ス 自身 『哲学』 にお い て 、
「交わ りの 歴 史的狭 さ」 とい う制

限 を指摘 して い た 。 常に状況 の 内で 特 定の 可能性 しか 選 択で きない 以上 、
「私

は あ らゆ る 人 間 に ま で 到 達す る こ とは で き ない 」 （H ，
60）。 交 わ りは必 然 的 に 、

少 数者 に しか 影 響 を及 ぼす こ とが な い 。

　実 際 、 前 期 ヤ ス パ ー ス に お け る連帯性概 念の 「狭 さ」 を 、 批判 的 に取 り上 げ

る 立 論 もあ る 。 例 え ば ケ
ー

ギ は 、 実存的交 わ りが 極め て 親密 な二 者 間に 成 り立

つ もの で あ る こ とか ら 、 そ こ に は 、 第 三 者 の 介入 を阻 む 原 理 的 な排他性 が孕 ま

れ て い る と捉 え る 。 その た め 実存的交 わ りは 、 全 て の 人 間 の 平 等な参 与 を前提

とす る多元 的共 同体 の 基礎 とはな り得 ない
。 絶対的連帯性 とは 、

「実存的 交 わ

りの 限 界そ の もの と して 」 導入 され 、 そ の 欠 陥を補 うもの で あ る 。 従 っ て 、 親

密者だ けの 小 規模 の 連帯性 と は異な り 、 最初 か ら全て の 人間を視野 に 入 れ た絶
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1o）

対 的連 帯性 こ そ が 、 政 治的領 域の 基 礎 とな る 。 こ れ が ケ
ー ギの 論 旨で あ る a

　 しか しな が ら 、 ケ ー ギの よ うに 、
二 つ の 連帯性 の 位相 を異な る もの と し て 分

断 す る解釈 は 、
「責 め を 問 う」 こ との 動 的理 路 を 閑 却 して しま っ て い る。 先 に

見 た よ うに 、 ヤ ス パ ー
ス にお い て 政治 的責任 と 自由 は、 あ くま で 「清 め 」 の 遂

行 を通 じて の み 引き受 け られ るの で あ っ た 。 とす れ ば、 絶対 的連 帯性 もま た運

動 と不 可 分に 、 そ の 果て に 望 見 され る こ とに な ろ う。 そ れ は 実 存的交 わ りの

「限界 」 で は な く 、 交 わ りの 不 断 の 拡 張 が 目指す 「地平」 と して 把捉 され る べ

きなの で あ る。 こ れ を以下 、 二 つ の 側 面 か ら明 らか にす る 。

　第
一

に 、 交 わ りは 「拡 張」 され る 。
た しか に前期 ヤ ス パ ー ス の 連帯性 概念 は 、

少数の 実存間で の 「深 さ」 に 強調点 が あ っ た 。 だが そ の 際 、 哲学す る者 に とっ

て は 同時 に 、 現 に 交 わ りを結ん で い る他 者だ けで な く 、

「お そ らくは や が て 交

わ りの 内 に あ り得 る 人 間 た ち」 （II，117）とい う 「広 さ」 も残 され て い る 。
こ の

可能 的 な交 わ りを実現 し、 人 間 を く哲学す る こ と〉へ と導 き入 れ る 。 そ れ が ヤ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈11）
ス パ ー

ス 本来 の 意 図で あ っ た 。 そ して ナ チ ズ ム に よ る 断絶 の 体験 は 、 こ の 「広

さ」 の 獲 得 を よ り切実 な もの と させ
、 彼 に 連帯性 の 拡張を求 めた 。 すな わ ち 、

「現 実的 な 変革 は全 て 、 個 々 人 を通 じて 単独者の 内 に 、 無数の 単独者 の 内に 生
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じ る 」（SF ，
89 傍 点 は筆者 ）。 今や破 局 の 後 で の 交 わ りは、各人 の 内的な 変化 か ら

生 じ つ つ も、少 数者 に留 ま る こ とな く全 て の 他者 を可 能的 に 包括 し 、 彼 ら との

結び つ き の 実現 へ と向か う。
「交 わ りの 源 泉」（II， 71）で あ る愛は 、

「狭 さ」 が 許

す 限 りで 交 わ りを深 め つ つ 、 しか し運 動 と して は 「人 間へ の 愛」 に ま で 広 が り

行 く。
「愛 は閉 ざさない 」（H ，

277）の で あ るか ら。

　 こ う した 、 実存的で あ る とともに全 て の 人 間 に 開か れ た連 帯性 を保 証す る の

は 、 超在 との 連繋で あ る 。 ヤ ス パ ー ス は 『哲 学』で 、 暗 号 を解読す る者た ちの

間に 成 り立つ 「或 る可 能的で 歴史的な共 同性」（III， 7）に つ い て 語 っ て い た 。 こ

の 内 で 実存は 、
「異 な る真理 の た め に 自己 を開い て お き」、 他者 に 対 す る 「排他

性 や 普遍 性 へ の 要 求 を 遠 ざけ る」 （fil， 24）。 して み れ ば 絶対的連帯 性 とは 、 『哲

学 』に お い て 示 唆 され っ っ も十全 に は論 じ られ な か っ た 、 こ の 形 而 上学的 共 同

性 の 具 体的展 開 で あ り、 〈責め〉 とい う暗号 を通 じて 模索 され るの で ある 。

　 そ こ で 第二 に 、 交 わ りは 「不 断 に 」 続行 され ね ば な らな い
。 ヤ ス パ ー

ス 曰 く 、

「道徳的責め と形而 上学的責め に は 、 その 本質か ら して 贖い 切 る とい うこ とが

ない
。 〔略〕 こ れ らの 責め を負 う者は 、 生涯 終わ るこ との ない 過程 に踏 み入 る」

（SF ， 101）。 運動 か ら切 り離 され た 「全 て の 人 間 」や 「人類」 は 、
「国家」

・「民族」

と同様 、 実体化 され た カ テ ゴ リ
ー

に 堕 して しま う。 だが 、 そ れ こ そ ヤ ス パ ー ス

が 忌避 し 、
「ナ チ ズ ム が最悪 の 仕 方 で 用 い た 」 （SF，

39）思 考を意味す る 。 そ れ 故 、

絶対 的連 帯性 とは 、 個々 人 が 責 め を 問い
、 漸進 的 に 交わ りを形成 す る過 程 で 目

標 と され る が 、 しか し決 して 全 体性 とな ら ざる 「地 平」 なの で あ る 。

　責 め の 開 明は 、 多様 な次元 を往 還す る 。 素朴 な感 情か ら 「実 存的情熱 」 を 呼

び 覚ま し 、 形而 上 学的 な 「人 間 へ の 愛」 に ま で 深 化す る こ の 動 性 が 、 〈責 め 〉

感情 の 射程 を示す 。 そ して 他者 との 連帯の 可能性 をそ の っ ど創 り出 し
、 開 い て

お くこ とが で き るの は 、 現 に 哲学 して い る者 だけ で あ る 。 そ れ こ そ が
、 自己 の

存在か ら 「我々 」 に 課せ られ た Schuld、 す なわち哲学す る者 の 責務 にほ か な ら

ない 。 だ か ら 「我 々 」 は 、
「彼 ら」 の こ とを案 じっ っ

、
「彼 ら」 とい っ か 交 わ り

を結べ る よ う願 い 続 ける こ とで 、 自らの く責 め〉に 向 き合 っ て い る 。
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哲学 す る者 の 〈責 め〉

　 6 ． 結語

　本稿 の 特色 は 、 まず 第
一

に 、 『責 めの 問題 』 を前期哲 学 か ら理 解 して 連続性

を示 し 、 動的構造 を解釈基盤 と して 読み 込ん だ 点 に あ る。 第二 に 、 従 来 は 大戦

後 の ドイ ツ 戦争責任 とい う時代状況 の 文脈 で 語 られ て い た 議論 を 、 積極的 に今

日の 生活感情 と 関連 させ て扱 い
、 そ の 実存的 な射程 を考察 した 。 そ して 第三 に 、

「責 め を 問 う」 こ とを 、 哲学 とい う営 み の 現 代 的意義 の 問題 と して 捉 え る方針

を採 っ た 。 ヤ ス パ ー
ス の 問題 提 起 は 、 ア ウシ ュ ヴィ ッ ツ もヒ ロ シ マ も経験 して

い な い 「我 々 」、
し か し 、 遠 く離れ た他 者の 苦難 を 、 容易に 知 る こ とだ けは で

き る 「我 々 」 に と っ て こ そ 、 こ と さ ら痛切 に 訴 えか けて くる 。

　注

　ヤ ス パ ー ス の 著作か らの 引用 に は 以下 の テ ク ス トを用い 、略号 と頁数 を文 中に記 し

た。

1一皿 ：Philosophie
，
3Bde ．

，
1932

，
　Berlin−G6ttingen−Heidelberg　 1956．

SF ： Die　S6肱 肋 g6，
　Heidelberg　1946．

（1 ）　 こ の Schuldとい う語 に は 、 従来 「責め」
・「負い 目」

・「責罪」 等 の 訳語 が あ て

　　　られ て きた 。 しか し本文 中に も述 べ る よ うに 、 ヤ ス パ ー ス の Schuld論 は 、 こ

　　　の 語 が 本来宿 し て い る多義性 を保 持 して 進 め られて お り 、 そ の 点に思 考の 振幅

　　　の 広 さ と特徴が あ る。 特定 の 訳 語 へ の 限定 は 、か え っ て Schuldに込 め られ た

　　 豊か な ニ ュ ア ン ス を切 り詰 め て しま い か ね ない
。

こ の 点 に留意 して本稿は 、 表

　　 題 お よび 術語 と して は 「責 め」 を用 い
、 主意を代表 させ なが ら も 、 個 々 の 文脈

　　　に応 じて 、 論 述 の 中に 多 くの 表 現 を散 りばめ る こ とを試 み て い る。

（2）　Vg1．　Hans　Saner
，
　KZirl／bpers，　Hamburg　2005

，
　S．51ff．

，
　Kurt　Salamun，　Karlノ肉ρ6z3 ，

　　 zweite 　Auflage
，
　WUrzburg　2006 ，

　S．77f．

（3 ） 『責め の 問題』の 翌 47 年に は 、 中期の 主著 『真理 に つ い て』が刊行 され る。 だ

　　　が浩 瀚な 「哲学的論理 学」 の 構想の も と、詳 細に展 開 され る包在論 は 、前期哲

　　　学に 比 して 思 考の カ テ ゴ ライズ に重 点が 置かれ て い るこ とは否 め ない
。

一方、

　　 本稿 は過渡期に位置す る 『責めの 問題』を 、 あ くまで 『哲学』の 観点に依拠 し

　　　て 解釈 し直す 。 そ の 際 に意 図 され て い る の は 、 根源 的 な 〈哲学す る こ と〉が 中

　　　期的 な新要素 を生み 出 して行 く 「現場」 の 看取で あ り 、 ヤ ス パ ー ス の 思想展 開

　　　をその 力 動性 か ら統一
的 に把握 す るた め の 、

一
つ の 試 み なの で あ る 。
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（4 ）　 哲学 史的 に は 通 常 Schuld は 、主体が 意志や 意 図に則 っ て行 為 し、生 じた 結果 に

　　　対 して 妥当す る と考 え られ る 。 こ うした 見 方 は 、 例 えばカ ン トの 「人 格 」 概念

　　　の 規定や 、ヘ
ー

ゲル の 責任論 に典型 的で ある。（Vgl．　Johannes　Hoffineister（Hg ．），

　　　Wb
’
rterbuch　der　philosophischen　BegrtJffe

，
　Hamburg　 1955

，
　S．　545．）。

これ に 比 して 、

　　　本文 中に 見 る よ うにヤ ス パ ー ス の Schuld概念は 極め て 広 い 意義 を有す る 。 第

　　　
一

に 、 法的な意味か ら 日常的な感情ま で 、多様 な在 り方 を 問題 化 し得 る点 で
、

　　　また 第 二 に、帰 責可能性 に 関す る通例 の 合理 的議論 を越 え 、 限界状況 として 全

　　　て の 人 間存在 に 迫 っ て くる 点で 、 彼 の Schuld論は 独 自の 位置を 占め て い る 。

　　　さ らに 、
こ れ は 「原罪 （ErbsUnde）」 と も異なる こ とを付 言 し て お く。 ヤ ス パ ー

　　　ス は 、 責め を闘 う営み を哲学 と神学 とに 求め て い る （SF ，
30）が 、 原罪 を認 め さ

　　　えす れ ば人 間存在 の Schuldが軽減 され る とい う見方を 退 け て もい る （SF ，
87L）。

（5 ） 本稿 は 、 〈哲学す る こ と〉の 構造が 確立 され た 『哲学』の 思想 圏 に 依拠 す る た

　　　め 、 『世界観 の 心 理 学』 ま で を扱 うこ とが で きない 。 なお 、上記 二 著 か ら 『責

　　　めの 問題』 まで を通 じて 、 Schuld論の 変遷 を追 っ た研 究 と して は 、 以下 を 参照 。

　　　大石 桂子 「ヤ ス パ ース に お ける 〈負 い 目〉概念 の 転換」 （筑 波大学 倫理学研 究会

　　　編 『倫理 学』第 19号 、 2002年）。

（6 ）　 二 律背反 の 動的構造 に つ い て は 、 拙稿 「〈現象〉を め ぐる動 と他一 ヤ ス パ ー ス

　　　に お け る存在 の 二 重性 の 射程 　　」 （『法政 大学 大学院 紀要 』第 60号 、 2008年）

　　 　を参照願 う。

（7 ） 従来 、 責め の 「区分」 に 対 して 「連 関」 を強 調 す る研 究 は 少 なか っ た 。 こ の

　　　「全 体的連 関 」 の 重 要 性 を 示 唆する論文 と して は 、以 下 を参照 の こ と 。 渡 邊二

　　　郎 「限 界状況　　ヤ ス パ ー
ス とハ イ デ ッ ガ ー との 間　　」 （千 田 ・久 保 ・高山編

　　　『講座 近 ・現代 ドイ ツ 哲学 3 ハ イ デ ッ ガー と現代 ドイ ツ 哲学』理 想社 、
2008 年）。

（8 ）　 こ の 点 で 、
ハ イ デ ガー の Schuld論 と 、 ヤ ス パ ー ス との 相違を 際立たせ る こ と

　　　が で きる 。
ハ イデガー

は 『存在 と時間』で 、 ヤ ス パ ー ス と同様 に Schuldの 多

　　　義性 を十分 に 自覚 しなが らも、最 終的に は そ れ を実存論 的に純化 し 、 存在構造

　　　の 次元 の み に 局 限 して しま っ て い る 。 従 っ て ハ イ デガー の Schuld概 念 は 、現

　　　実 の 具体 的 な罪 科 や 責任の 問題 に 触 れ る こ とが で きな い 。 例 え ば、 ハ ン ス ・

　　　エ
ーベ リン グ 『マ ル テ ィ ン ・ハ イ デ ガー 哲学 とイ デ オ ロ ギー』 （青木 隆嘉訳 、

　　 　法政 大学 出版 局、 1995年 、 37頁以 下） を参 照。 エ
ーベ リン グ は こ れ を 、政治 の

　　　次元か らの 決別 、 「法 と道徳 の 抹殺 」 と して厳 し く批判 して い る 。

（9 ）　Vgl．　Theodor　W ．　Adomo ，
1＞llgative　D ゴα融 褫

，
　Gesammelte 　Schriften　Bd．6

，
　Frank−

　　　fUrt　 a．　M ．2003
，
　S．355 £

（10）　 Vg1．　Dominic　Kaegi，　 Was　ist　 metaphysische 　Schuld？ ： in　Elisabeth　Salamun−

　　　HybaSek 　und 　Kurt　Salamun（Hg．）， ノdhrbuchの Osterreichischen　Karl一ノtzsPers　−

　　　GesellScha；fi，　J9．　14，
　Innsbruck−Wien−Mttnchen　2001．
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（11） 交 わ りの 可 能 的 な 「広 さ」 とい う論点に つ い て は 、 林田新二 『ヤ ス パ ー ス の 実

　　　存哲 学』 （弘文 堂、 1971年 、 64頁以 下） を参 照 の こ と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法 政大学 大学院）
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